










次にシンガポールにおける日本の地方自治体による観光誘致活動について述べる。
観光見本市については一般消費者対象とした旅行フェアー　Ｂ to C. この方式は現地
の消費者に直接ＰＲが可能であり、前期のタイ国際旅行フェアーが好例である。次
に商談会だが現地の旅行業者、航空関係者、メディア関係者などと商談するＢ toB。
この場合は一度に多くの旅行業者と商談が可能になる。最後がメディアトリップで
現地の業者や、メディア関係者を招待したり、ブロガーなどに情報発信をしてもら
う方法がある。インバウンドにおける訪日市場は順調に伸びており、報道でも取り
上げられるように、京都市の外人観光客問題など課題も生まれている。全体の特徴
として、訪日ビザの緩和措置や免除が大きな後押しとなっている。ビザ免除および
緩和状況だが、シンガポール、マレーシアは在留期間 90 日。タイ　インドネシア　
ブルネイは 15 日間　フィリピン、ベトナムは緩和で 90 日となっている。こうした
ASEAN 関係諸国への訪日緩和施策が現在訪日効果を上げ、大きなけん引力となっ
ている。しかし、ビザの免除・緩和だけでは訪日観光客増にはならず、地道なプロモー
ションが必要となる。プロモーション成功のための 5 つの取り組み方法は①広域連
携型、②継続型、③コンテンツ連動型、④体験型、⑤観光・物産総合型がある。プ
ロモーション型で中部北陸 9 県が広域的に連携して「昇龍道夏秋冬百選」というネー
ミングで取り組んでいるのが、最近の自治体インバウンド施策の傾向といえる。また、
コンテンツ連動型としては、「佐賀へ行きタイ」映画聖地巡りなどもある。CLAIR
が地元で聞き取り調査した内容は下図の通りで、困ったこと・不安なことは交通機
関が複雑なことが挙げられた。聞き取り調査結果は今後本市観光施策に役立つと考
える。
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⑦　ガーデン バイ ザ ベイ
ガーデンズ バイ ザ ベイ訪問は CLAIR での意見交換が予定時間を大幅に伸びたの

で、夜間 7 時 45 分から 10 分ほど行われる光と音の夜間ガーデン ラプソディーを見
学した。このガーデン バイ ザ ベイはシン
ガポール政府が国家プロジェクトで取り
組んだベイ・フロント再開発の重要施策で
もある。コンセプトは初代首相 リー・ク
ワンユーが進めてきた Garden City の延
長上にある施策。広さは 101 ヘクタール
の国立公園内でマリーナ溜池と隣接。植物
園は 54 ヘクタール。コンセプトは都市の
憩いの場、かつ、国家力の象徴を意識して
いる。公園デザインコンペティションには
24 カ国が参加。グラント・アソシエイツ
社とドミニック・ホワイト社という 2 つの
イギリスの会社が選ばれた。この空調工事
にかかわった TRANE のホームページに
よると総工費 10 億シンガポールドル（約
800 億円：80Sドル）。メインの建物は地中
海の植物と涼しく乾燥した半乾燥熱帯地
域の環境を模した「フラワードーム」と湿
気の高い熱帯山岳地帯の環境を模した「ク
ラウドフォレスト」の 2 棟で構成されてい
る。この施設は市民はじめ国外からの訪問
者に憩いを与えるだけでなく、教育的配慮
のもと、環境問題などの課題に対しても最
先端の技術を投入して啓蒙活動を行って
いる。夜間のガーデンラプソディーは光
のファンタジーで入場無料区域から光と
音楽のコラボレーションを楽しむことが
できる。このショウには多くの観光客が
バスを連ね来場。大混雑となった。画像 3
枚のうち地図は Google Map より中段の画
像は園内オープン部分。下段画像は夜間
ガーデンラプソディーの時間帯の園内風
景
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7　考察
今回の視察を通じ考察を行う。今回の調査の基本的テーマは多文化共生時代の本

市のあるべき方向性を見出し、施策の可能性を探ることであった。対象となった国
は現在急激な経済成長を果たしており、過去の日本の経済成長を彷彿とさせるもの
だった。

最初にベトナムに関してだが、経済の急激な成長、人的交流の変化には驚かされた。
特に留学生急増の底辺にあるものは何か？を今後研究する必要がある。また、技能
実習生を多く受け入れる日本の産業構造には不安を感じる。現在、実習生を受け入
れている企業が、将来、企業ビジョンに基づき雇用しているのであればよいのだが、
賃金を基準に雇用しているとすれば、近い将来、出身国の経済発展とともに賃金の
上昇、そして、雇用環境が変化しても不思議でないと考える。将来の幹部職員とし
て雇用している地元企業もあり、発想の転換が求められる。しかし、農業など一次
産業においては、厳しい環境であることは理解できる。

技能実習生の送り出し機関、管理団体での視察を通じ、研修生が真剣に研修して
いる真摯な姿に感心した。一部、国内での実習生に対する処遇問題などに関しては、
国内での雇用主と管理団体の在り方に改善の余地があると考える。無論、送り出し
団体すべてが良とは思わないが、こうした問題は、双方の国内法整備が必要だと思う。
半世紀前、米国大手企業で勤務した私にとって、環境の違う海外での生活は苦労も
多かったが、多くの人々からサポートされた。こうした経験から、私たちも海外か
らの実習生や留学生に寄り添う心が必要だと感じる。

今回の視察ではカンチャナブリの Death Railway Musium を視察したが、私は今後
アジアの国々とともに手を携えるためには、過去の事実を確認することが大切であり、
特に政治世界に身を置くものとしては、大切なことだと考えている。温故知新そのものだ。

タダノ視察では、本市を代表する企業がタイの人々と共にモノづくりにかかわっ
ていることに誇りを感じた。

観光行政に関しては、やはり、マンパワーの大切さを感じた。ＪＮＴＯなどに本市
の職員を派遣することにより、職員の資質向上、人的関係の構築が可能であると考え
る。高山市のインバウンド戦略は職員を各関係機関に派遣して、成功しているといっ
ても過言ではない。また、広域連携による施策は積極的に進めるべきである。情報発
信はＳＮＳの最大活用が求められており、ターゲットとする国の特性を見極めた戦略・
戦術が必要である。Ｂ 2 Ｂ，Ｂ 2 Ｃなど、より積極的に取り組んでほしい。

シンガポールでの多民族国家における多文化共生の基本は、個々の価値を認め合
うことから始まっている。相手を認め合う姿勢なくては、成立しない。教育現場で
の英語導入は、シンガポールという小国の生き抜く知恵と感じた。ただ、小学校時
代の選抜試験は格差社会増長のように感じた。

今回のシンガポール視察で印象に残ったことは住宅政策だった。国民が最も望むもの
が、家であることは世界中共通。こうした着眼点はリー・クワンユー初代首相の功績だ
と感じた。おなじく、彼の施策は都市を Garden City として都市緑化を推進し、現在の
ガーデン バイ ザ ベイへと導いた。マトリックス的施策は私たちも学ばねばならない。
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8　おわりに
今回の行政視察において、丁重な説明、資料提供などをいただいた。JETRO 独

立行政法人日本貿易振興機構ホーチミン事務所、LOD 人材開発株式会社（ハノイ）、
JNTO 日本政府観光局バンコク事務所、　Death Railway Museum （カンチャナブリ
市）、TADANO タイ工場、CLAIR 一般財団法人自治体国際化協会。また、事前研
修では JETRO 独立行政法人日本貿易振興機構香川事務所、JITCO 公益財団法人国
際研修協力機構高松事務所、カンチャナブリでの情報提供としてタイ国教育法人 ク
ワイ河平和基金理事 KSB 瀬戸内海放送満田康弘氏。また、派遣に同意していただい
た同僚議員、準備に奔走していただいた議会事務局、チケットなど手配していただ
いた名鉄観光サービス株式会社の皆さんに感謝する。

最後に今回の視察において、訪問先すべてに本市観光用ポスター2種類、パンフレッ
ト、ガイドブックなどを多数配布した。
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